
大学史紀要第9号（2005・3・25）

大
学
史
紀
要
第
九
号
（
二
〇
〇
四
）

大
学
史
ノ
ー
ト宮
城
浩
蔵
の
法
学
士
号
（
リ
ヨ
ン
大
学
）
取
得
論
文

村
　
上
　
一
　
博

　
明
治
法
律
学
校
の
創
立
者
三
人
、
岸
本
辰
雄
・
宮
城
浩
蔵
・
矢
代
操
の
う
ち
、
研
究
の
も
っ
と
も
進
ん
で
い
る
の
は
宮
城

で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
二
年
に
は
、
天
童
市
で
、
彼
の
生
誕
百
五
十
年
を
記
念
し
て
、
胸
像
が
建
立
さ
れ
、
記
念
誌
『
明
治
大

学
創
立
者
　
宮
城
浩
蔵
ー
国
と
地
域
を
か
け
る
ー
』
（
明
大
校
友
会
山
形
県
支
部
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
東
洋
の

オ
ル
ト
ラ
ン
」
と
評
さ
れ
た
彼
の
法
（
と
く
に
刑
法
）
理
論
の
学
説
史
上
の
位
置
づ
け
や
そ
の
形
成
過
程
、
こ
れ
と
関
連
す
る

フ
ラ
ソ
ス
留
学
時
代
の
勉
学
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。

　
宮
城
が
、
司
法
省
法
学
校
の
修
了
に
際
し
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
推
薦
と
斡
旋
に
よ
っ
て
パ
リ
大
学
に
入
学
し
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
宮
城
は
、
パ
リ
大
学
を
へ
て
、
さ
ら
に
リ
ヨ
ソ

大
学
に
も
学
ん
だ
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
一
回
帝
国
議
会
選
挙
に
む

け
て
編
纂
さ
れ
た
摂
提
子
編
『
帝
国
議
会
議
員
候
補
者
列
伝
』
（
明
治
二
一
二
年
四
月
刊
）
が
、
「
君
ノ
仏
蘭
西
ニ
ア
ル
ヤ
、
パ
リ
ー
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宮城浩蔵の法学士号（リヨン大学）取得論文（村上）

及
ヒ
リ
オ
ソ
ノ
大
学
に
入
リ
テ
法
律
行
政
々
治
学
ノ
三
科
ヲ
修
ム
。
留
マ
ル
コ
ト
四
年
。
欧
洲
政
体
ノ
異
同
ヲ
観
察
シ
、
殊

二
仏
国
政
海
ノ
動
揺
変
遷
二
注
意
シ
、
時
二
政
治
家
ヲ
叩
キ
テ
政
理
ノ
深
薙
ヲ
探
グ
ル
ヲ
以
テ
常
ト
ス
。
…
十
三
年
六
月
、

リ
オ
ン
大
学
ヲ
卒
業
シ
、
仏
蘭
西
法
律
学
士
ノ
学
位
ヲ
得
テ
帰
朝
シ
…
」
と
記
し
て
以
来
、
ほ
と
ん
ど
の
評
伝
類
が
こ
の
記

述
を
踏
襲
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
よ
う
や
く
一
九
九
四
年
に
、
パ
リ
の
国
立
古
文
書
館
で
宮
城
の
学
籍
記
録
が
発
見
さ
れ
、
パ
リ
大
学
時
代
の
勉
学
の
足
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

が
辿
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
第
一
回
の
受
講
登
録
は
一
八
七
六
年
＝
月
一
五
日
で
あ
り
、
第
二
回

登
録
（
一
八
七
七
年
↓
月
一
二
日
）
以
降
も
順
調
に
勉
学
を
重
ね
て
、
得
業
士
第
一
回
試
験
に
及
第
し
て
い
る
が
（
八
月
二
日
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
回
登
録
（
一
八
七
八
年
七
月
二
四
日
）
か
ら
第
八
回
（
↓
八
七
九
年
一
月
一
五
日
）
ま
で
約
半
年
の
空
白
期
間
が
あ
る
。
そ
の

後
は
、
得
業
士
第
二
回
試
験
及
第
（
二
月
一
九
日
）
、
第
九
回
登
録
（
四
月
一
九
日
）
、
法
学
士
第
一
回
試
験
及
第
（
七
月
二
四
日
）
、

第
一
〇
回
登
録
（
＝
月
五
日
）
と
再
び
順
調
に
勉
学
を
続
け
て
い
る
が
、
最
終
的
に
卒
業
（
法
学
士
号
取
得
）
に
至
る
の
に
必

要
な
、
第
＝
・
＝
一
回
登
録
と
法
学
士
第
二
回
試
験
お
よ
び
法
学
士
号
取
得
試
験
の
記
載
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
宮
城
は
、
第
一
一
回
登
録
か
ら
（
一
八
八
〇
年
一
月
か
ら
で
あ
ろ
う
）
リ
ヨ
ソ
大
学
に
転
学
し
、
前
掲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
　
き

評
伝
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
六
月
に
卒
業
・
帰
国
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
昨
年
に
至
っ
て
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
（
↓
o
葦
9
。
分
館
）
の
蔵
書
中
に
、
囚
四
自
O
ζ
団
》
田
が
、
い
①
b
。
恥
〉
＜
匹
　
H
。
。
○
。
O

に
、
リ
ヨ
ソ
大
学
法
学
部
（
霊
8
ま
α
Φ
α
a
巳
Φ
身
8
）
に
提
出
し
た
法
学
士
号
取
得
論
文
（
目
冨
ω
Φ
0
2
二
鋤
一
一
8
9
①
①
昌
脅
鼻
）

　
　
　
　
　
　
ら
　

が
発
見
さ
れ
た
。
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
学
部
長
（
ユ
畠
8
）
の
O
》
目
い
国
ζ
国
肉
国
×
毛
σ
お
（
民
法
）
が
主
査
を
、

ζ
〉
】
W
弟
国
（
民
法
）
、
↓
＝
〉
い
い
国
菊
（
商
法
）
、
＞
d
U
目
W
国
園
日
（
ロ
ー
マ
法
）
の
三
人
が
副
査
を
務
め
て
い
る
。
ケ
ル
メ
ー
ル

は
、
リ
ヨ
ン
大
学
法
学
部
の
創
立
（
一
八
七
五
年
）
に
関
与
し
、
初
代
学
部
長
と
し
て
一
九
〇
九
年
ま
で
三
三
年
間
そ
の
職
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
、
草
創
期
の
リ
ヨ
ソ
大
学
法
学
部
を
代
表
す
る
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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宮城浩蔵の法学士号（リヨソ大学）取得論文（村上）

旧リヨン大学法学部

　
論
文
は
、
全
五
三
頁
、
ロ
ー
マ
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
関
す

る
二
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
、
所
有
者
の
譲
渡

権
、
後
者
は
委
任
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
別
稿
に
譲
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
ロ
ー
マ
法
の
論
文

は
、
ラ
テ
ン
語
で
の
執
筆
が
通
例
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

宮
城
の
場
合
に
は
フ
ラ
ソ
ス
語
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
「
文
部

大
臣
が
大
学
規
則
に
反
し
て
」
6
興
融
δ
α
q
巴
8
き
×
み
ひ
q
一
①
ー

ヨ
①
葺
q
。
億
三
く
Φ
邑
け
巴
誘
ω
）
宮
城
に
そ
れ
を
認
め
た
旨
の
釈
明
が
と

く
に
注
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど

も
、
こ
の
異
例
と
も
言
え
る
特
別
な
計
ら
い
が
、
宮
城
を
リ
ヨ

ン
大
学
へ
転
学
さ
せ
た
理
由
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
リ
ヨ
ソ
大
学
時
代
の
学
籍
記
録
は
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
が
、
右
の
論
文
に
よ
っ
て
、
宮
城
が
リ
ヨ
ン
大
学

法
学
部
を
卒
業
（
法
学
士
号
取
得
）
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
な

っ
た
。
こ
の
論
文
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
彼
の
民
法
理

解
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
今
後
さ
ら
に
、
先
の
評
伝
に

記
さ
れ
て
い
た
行
政
・
政
治
学
を
は
じ
め
、
法
律
学
の
全
般
と

り
わ
け
刑
法
の
勉
学
に
つ
い
て
の
解
明
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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25）3大学史紀要第9号（2005

注
（
1
）
　
中
村
義
幸
「
パ
リ
法
科
大
学
に
お
け
る
宮
城
浩
蔵
の
留
学
生
活
」
『
明
治
大
学
史
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
九
四
年
。
な
お
、
登
録
な

　
　
ど
の
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
数
カ
所
、
訂
正
を
加
え
た
。
ま
た
、
パ
リ
で
の
宮
城
の
下
宿
に
つ
い
て
、
村
上
一
博
「
岸
本
辰
雄
・
宮
城

　
　
浩
蔵
の
パ
リ
下
宿
」
『
明
治
大
学
学
園
だ
よ
り
』
第
三
二
六
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
参
照
。

（
2
）
　
こ
の
空
白
期
間
は
、
病
気
療
養
の
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宮
城
の
場
合
、
留
学
当
初
に
予
定
さ
れ
て
い
た
三
年
の
留
学
期
間
で
は

　
　
卒
業
の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
八
七
九
年
三
月
に
、
一
年
間
の
延
長
を
司
法
省
に
申
請
し
て
い
る
（
申
請
書
は
岸
本
・
宮
城
・

　
　
小
倉
久
の
連
名
で
あ
る
。
）
。
も
っ
と
も
、
延
長
申
請
の
表
向
き
の
理
由
は
「
彼
国
勧
解
裁
判
所
ヨ
リ
初
審
重
罪
破
殿
等
二
至
ル
迄
実
際

　
　
ヲ
経
歴
シ
テ
篤
ト
為
取
調
度
」
で
あ
り
、
リ
ヨ
ン
大
学
へ
の
転
学
に
つ
い
て
は
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
　
宮
城
が
帰
国
し
た
の
は
、
一
八
八
〇
年
六
月
二
八
日
で
あ
る
。

（
4
）
　
第
一
一
回
登
録
か
ら
法
学
士
号
取
得
試
験
ま
で
、
同
期
に
入
学
し
た
岸
本
が
七
ケ
月
を
要
し
た
の
に
対
し
て
、
宮
城
は
四
ケ
月
弱
で

　
　
乗
り
切
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
前
年
に
入
学
し
た
磯
部
四
郎
の
場
合
、
一
八
七
八
年
五
月
八
日
～
八
月
六
日
と
わ
ず
か
三
ケ

　
　
月
し
か
要
し
て
い
な
い
か
ら
、
四
ケ
月
弱
あ
れ
ば
学
位
取
得
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
（
村
上
一
博
「
磯
部
四
郎
の
パ
リ
大
学
法
学
部

　
　
学
籍
簿
」
『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
第
八
号
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）
。

（
5
）
密
N
旨
ぎ
ζ
q
幻
》
国
》
尾
鴇
い
鋤
目
冨
ω
ε
。
霞
冨
＝
8
9
Φ
Φ
づ
紆
。
員
霊
。
巳
叶
2
①
酔
。
津
◎
Φ
身
8
）
冨
「
罫
密
自
ひ
ζ
鴫
諺
国
一
w
ζ
Φ
学

　
　
旨
い
鋤
ゑ
冒
鋸
毎
巴
＜
o
ピ
＝
』
0
9
°

（
6
）
　
著
者
と
し
て
、
国
巳
α
Φ
ω
ω
貫
｝
Φ
ω
碧
酢
5
巳
鼠
ω
冒
二
象
ρ
器
ω
α
、
＞
9
曾
Φ
ρ
目
G
。
。
。
9
目
、
窪
ω
鉱
α
q
器
B
Φ
臣
含
曾
o
詳
帥
い
団
8
餌
く
p
暮
H
。
。
刈
9

　
　
H
㊤
O
O
°
な
ど
が
あ
る
。
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